
 
 
 
 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 1471903094 
事業の開始年月日 平成18年3月1日 

指 定 年 月 日 平成18年3月1日 

法 人 名 株式会社 レオパレス２１ 

事 業 所 名  あずみ苑津久井浜 

所 在 地 

 
（〒239-0843     ） 
 
神奈川県横須賀市津久井1-16-57 

サ ー ビ ス 種 別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ■ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 18名 

ﾕﾆｯﾄ数 2ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日 令和2年10月12日 
評 価 結 果 
市 町 村 受 理 日 令和3年1月20日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
利用者様が自宅で出来ていた事を継続出来る様心がけている。 
洗濯物を干したりたたんだり、ご自分の役割として積極的に行って頂く様支援してい
る。ご家族様と外出や外泊も出来るよう支援している。 
体力低下防止の為、散歩やラジオ体操を行って頂いている。 
在宅クリニック医師の月２回の往診と訪問看護ステーションの看護師の週１回の訪問を
受け、しっかり健康管理を行っている。 
敬老会には民謡ボランティアさん、クリスマス会には近隣の園児が来苑、夏には町内の
御神輿が玄関先まで来て下さって恒例行事となっておりましたが、今年度は新型コロナ
ウイルス感染症予防の為来苑頂けませんでした。敬老会はＤＶＤ観賞会を行いお寿司で
お祝いさせて頂きました。クリスマス会は職員と入居者様で楽しい会を企画しておりま
す。 
理念のゆっくりとゆったりと地域の中でその人らしい生活を目指しています。 

 
 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区山下町23 日土地山下町ビル9階 

訪 問 調 査 日 令和2年11月27日 評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

令和2年12月25日 

※新型コロナウィルス感染予防の為、事業所訪問をせずにオンライン調査を行っております。 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
【事業所の概要】 
 あずみ苑津久井浜は、京浜急行久里浜線の津久井浜駅から徒歩11分ほどの住宅地に位
置している。事業所周辺は海抜19ｍの高台で、裏手の畑に上ると富士山が望め、眼下に
東京湾が広がる風光明媚な環境である。事業所は準耐火構造の木造2階建てで、各ユニッ
トには、台所を中央に配した広いリビングや、車いすが相互に通れる廊下など、利用者
が「ゆっくり・ゆったり」と生活できる空間がある。 
【利用者の自己決定の支援】 
 事業所の理念「その人らしい生活をする」に沿って、利用者が得意だったことや、好
きだったことなどを活かした生活を継続または、取り戻すために、管理されない日々の
生活の中で、利用者本位で自己決定できるような支援をしている。自立度が高く、一人
で入浴することを好む方には、家族の同意を得て、入浴中の安否確認は時々声を掛ける
だけにしている。また、日常生活で居室の掃除やリネン交換を手伝う方には、介護計画
のサービス内容に掃除を取り入れ、日々の生活の中で達成感を持ち、掃除ができるよう
な支援をしている。 
今までは行事の時に歌や踊りなどのボランティアの来訪があったが、新型コロナの感

染症対策で今年はすべて自粛している。今年のクリスマスには、利用者のできる力を発
揮してもらうために、利用者によるハンドベルの演奏や、詩吟が好きな方の発表を予定
している。10月からレクリエーションの時間に管理者の指導でハンドベルを練習する方
達や、居室で詩吟を練習する方もいる。 
【馴染みの方との関係継続の支援】 
地域からの入居者が多く、日頃から家族をはじめ親戚や友人、知人の来訪が多くあ

る。コロナ禍の中でも事業所は馴染みの方との関係継続を支援し、面会を中止しないで
時間の制限や様々な感染症対策を施して、居室での面会を許可している。また、利用者
の日常生活の質の維持に取り組み、日々の散歩や家族との墓参り、自宅での宿泊などは
今まで通りに実施している。利用者の日常の様子や行事の風景などは、毎月の便りやブ
ログで発信して、家族に伝えている。 
 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

自自己己評評価価及及びび外外部部評評価価結結果果  
令和２年度 



 
 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 1，ほぼ全ての利用者の 

○ 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

○ 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

 2，少しずつ増えている 

○ 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業

所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている 

「その人らしい生活をする」
「地域の中で生活をする」「ゆ
っくりとゆったりと」を 理念
にしている。個性を大切に生活
して頂ける様に支援している。 

3つの理念と接遇に関するあずみ苑の7つ
の行動指針に加え、毎月タイムリーな課
題の解決に向けた目標を掲げ、朝の申し
送り時に唱和している。毎日業務に就く
前に唱和して共有することで、管理者は
職員が意識を持ち、毎日の業務にあたる
ことができていると考えている。職員は
理念に沿って、利用者の自己決定を大事
にした支援をしている。 

 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続け

られるよう、事業所自体が地域の一員として
日常的に交流している 

町内会に加入しており、夏祭り
の際には神輿が来てくれていた
が、今年はコロナウィルスの影
響で中止となりました。花の水
やりや清掃時には近隣の方と挨
拶をしている。 

昨年のクリスマスには地域の幼稚園児が
来苑して、一緒にクリスマス会を楽しん
だ。また、中学生の福祉体験授業の受け
入れや音楽ボランティアの演奏会なども
あったが、今はコロナ禍で中断してい
る。現在は、近隣の方と散歩時に挨拶を
交わしたり、畑で農作業をしている方か
ら野菜のお裾分けをいただくこともあ
る。隣の家の方が、事業所の駐車場の草
取りをしてくれることもある。 

 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認

知症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている  

地域の方々にも機会があれば活
かしていきたいと思っている。 
 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実

際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている 

コロナウィルスの影響により運
営推進会議は書面での報告をさ
せて頂き、ご意見や感想を伺
い、サービス向上に活かしてい
る。 

奇数月の25日に運営推進会議を開催して
いる。メンバーは横須賀市指導監査課職
員、地域包括支援センター職員、大町谷
町内会長、家族で、年6回開催していた
が、新型コロナ感染症対策により、3月以
降は文書開催になっている。 

メンバーになっている町内会長
が他の業務の関係で参加出来な
い事があり、運営推進会議に地
域からの参加がありません。参
加者の幅を広げるために町内会
長に限らない人選や、民生委
員、介護相談員などに参加を呼
びかけたり、開催日時を時々は
変更するなどの工夫を期待しま
す。 



5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、

事業所の実情やケアサービスの取組みを積極
的に伝えながら、協力関係を築くように取り
組んでいる 

横須賀市に定期的に電話等で空
き状況を報告し、分からない事
がある時は相談している。又、
集団指導には必ず出席してい
る。 

横須賀市福祉部介護保険課には、要介護
認定の更新申請代行や、運営推進会議の
議事録の提出に伺っており、担当者とは
顔見知りになっている。コロナ禍以前
は、地域包括支援センターの研修や行事
に参加していた。近隣のグループホーム
とは個別に情報交換をしたり、事業所で
行う研修に参加したりと交流や連携をし
ている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型

サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

定期的に研修を行っている。委
員会は月１度行い身体拘束につ
いて学習している。言葉の拘束
は特に注意している。玄関の施
錠は夜間帯のみ。帰宅願望のあ
る利用者様が出て行かれた時に
はすぐに状況を把握し、無理に
戻っていただかず落ちつかれる
まで付き添うことが出来てい
る。 

毎月行う全体会議の後に、当日出勤の職
員で委員会を行っている。当日参加でき
ない職員は議事録で内容を確認してい
る。身体拘束に該当する事例などはない
が、調理中などの手が離せない時に利用
者から呼ばれたらどうするのか等、具体
的な事例をあげ、意見交換をしている。
向精神薬を処方されている利用者の減薬
に取り組んだり、エレベーター、階段の
使用を自由にしてフロアのドアにチャイ
ムを付け、見守りで対応している。日中
は玄関、フロアともに開錠している。 

 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ

いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている 
 

本社研修や内部研修で知識を深
めている。日常生活の中で言葉
の暴力等も無いよう職員全員で
注意している。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している 

研修に参加したり苑においても
成年後見人制度について学ぶ機
会を持ち活用している。必要に
応じてご家族へも制度の活用を
勧めている。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用

者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている 

契約時、契約解除時には十分な
説明を行い理解・納得をしてい
ただけている。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職

員並びに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている 

コロナウィルスの影響で面会に
も時間制限があったが、その中
で端的に意見を伺うことが出来
た。 

地域からの入居者も多く、面会に来る家
族も多数いるが、3月以降は新型コロナ感
染症対策で5月までの間、面会を中止して
いた。緊急事態宣言解除後は、面会時間
を制限して体温測定やアルコール消毒な
どの対策を施し、居室で面会してもらっ
ている。家族から面会時間延長などの要
望もあるが、電話連絡やブログの活用、
毎月の便りなど多様なツールを使い、利
用者の様子を伝えている。家族から演劇
ボランティアの紹介などもあるが、コロ
ナ禍のため実現していない。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意

見や提案を聞く機会を設け、反映させている 
 

月１度全体会議があり、シルバ
ー全体会議やエリア会議での報
告を行っている。フロア会議で
の報告等も行い、意見を聞き反
映している。それ以外では個人
面談を行い、意見交換をするこ
ともある。 

毎月の全体会議では、法人の方針やエリ
ア情報を伝えている。ケアカンファレン
スを兼ねたフロア会議では、利用者に関
する意見交換や業務改善、ケアプランの
見直しなどを話し合っている。開設時か
らいる職員をはじめ、勤務歴の長いベテ
ラン社員が多く、退職者もほとんどいな
い。法人のキャリアパス制度や、昇給、
資格手当などの処遇面、有給休暇取得な
ど働きやすい環境が整っている。各フロ
アに管理者やフロアリーダーを配置し、
職員に業務分担をして運営に参加してい
るという意識付けを行なっている。 

 

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実

績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている 

労働時間の管理はしっかり出来
ている。休憩もしっかり取るこ
とが出来、有給も計画休とリフ
レッシュ休は必ず取得すること
になっている。 
コンプライアンスマニュアルの
読み合せや研修に参加し、労務
管理をしっかり行っている。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア

の実際と力量を把握し、法人内外の研修を受
ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている 

入職時事業者独自の介護基礎研
修、年１度の自社研修にも参加
し、パソコンでの勉強も実施さ
れている。希望者には色々な研
修を受けられるよう業務として
参加することが出来る。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す

る機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている 

他の施設職員との交流や情報交
換をすることによってサービス
の質の向上を図っている。 

  



 
自
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評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困

っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保するための関係づく
りに努めている 
 

コミュニケーションを多く取
り、本人の希望や要望に耳を
傾けている。不安要素がない
か様子観察し、あれば取り除
けるように努めている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている 
 

面談の段階でしっかり説明を
行い、家族の要望に耳を傾
け、安心して頂けるよう信頼
関係を築いている。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家

族等が「その時」まず必要としている支援を見
極め、他のサービス利用も含めた対応に努めて
いる 

他のサービスが必要な場合も
相談の上支援している。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置か

ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る 
 

出来る事はやって頂き、出来
ない時は職員も一緒にやる事
で共に過ごし支え合う関係を
築いている。安心して過ごし
ていただけるようコミュニケ
ーションをしっかりとってい
る。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置か

ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている 

家族と連絡を取り合い共に本
人を支えていく関係を築いて
いる。体調面に変化がある時
は 
連絡し相談している。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や

場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる 

友人や家族が来苑しやすいよ
う又関係が続くよう支援して
いる。 

事業所の近隣から入居している方も多
く、友人の面会は時間を制限して行って
いる。突然訪ねてくる方には、家族に了
解を得てから面会を許可している。ま
た、同じ地域から入居している顔なじみ
の方同士が昔話をすることもある。今
も、家族とお墓参りに出かけたり、家族
からの依頼で入居間もない方をタクシー
に乗せ、帰宅するための支援をしてい
る。入居前からの生活習慣で、購読して
いる新聞を毎朝取りに行く方や、趣味の
詩吟を楽しむ方もいる。また女性の方で
眉を描いたり、肌の手入れをする方もい
る。得意な編み物や家事を率先して手伝
う方もいる。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤

立せずに利用者同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている 

利用者同士が会話出来る様テ
ーブルの配置など工夫してい
る。互いに認知症の理解は難
しく職員も一緒に関わる事で
利用者同士の関係作りを支援
している。楽しい雰囲気作り
に努めている 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これま

での関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている 

他施設に移っても時々面会
し、見守っている。コロナウ
ィルスの影響で入院中の面会
は出来ませんでしたが、家族
との連絡を密にしている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の

把握に努めている。困難な場合は、本人本位に
検討している。 

入浴時や居室内で２人きりの
時に話したり、利用者同士の
会話から本人の希望を把握し
職員で共有し対応している。
利用者家族に協力してもらう
事もある。 

職員は出来るだけ利用者と1対1になる機
会を作り、利用者に寄り添い話を聞いて
いる。居室担当制を取り、利用者と馴染
みになり、触れ合う機会を多く持つこと
で本音を引き出せるよう努めている。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生

活環境、これまでのサービス利用の経過等の把
握に努めている 

入居時面談の際にこれまでの
生活暦など把握に努めてい
る、又入居後も本人やご家族
の会話や行動などから把握す
るよう努めている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有

する力等の現状の把握に努めている 

毎日バイタルチェックを行い
申し送りで現状の把握に努め
ている。状態の変化を見逃さ
ない様注意し職員間で共有し
ている。状態により医師に報
告し、指示を仰いでいる。申
し送りと共に連絡事項を記載
して重要事項の漏れがないよ
うにしている。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ

り方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映
し、現状に即した介護計画を作成している 
 

本人とは日々の生活の中で 
ご家族様とは面会時や電話で
話し合い、毎月モニタリング
を行い、お便りとしてご家族
様に 
送付している。全員が把握
し、反映するよう努めてい
る。 

介護計画やサービス内容を毎日のケア記
録と連動させ、タブレット入力をしてい
る。一人ひとりの排泄や服薬もすべてタ
ブレットで管理している。毎日のケア記
録にプランのサービス内容に沿って出来
たことは「実施」とし、毎月のフロア会
議でモニタリングと6か月ごとの見直しを
行っている。居室担当者がモニタリング
の内容を毎月の便りで家族に送ってい
る。介護計画の見直し時には、医師や家
族に意見を求め、計画作成に反映させて
いる。排泄時の失敗などにシャワー浴で
対応することもあることから、排泄チェ
ック表と入浴管理表を関連付けて一目で
わかるように手書きで作成している。 

 



27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工

夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かしている 
 

気づきや様子を記録し情報を
共有しながら見直しに活かし
ている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニー

ズに対応して、既存のサービスに捉われない、
柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組んで
いる 

在宅医療の取り入れを行ってい
る。受診等は家族対応になって
いるが、状況に応じて職員が対
応している。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を

把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で
豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援し
ている 
 

地域資源を把握し安全に暮らし
を楽しめるよう支援していきた
い。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、

納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるように支
援している 
 

２４時間対応の在宅クリニック
の定期往診を実施している。そ
の他精神科や歯科の往診もあ
る。基本的に職員が間に入って
いるが必要に応じて担当医と家
族で話をして頂き適切な医療を
受けられるように支援してい
る。 

2つの協力医（内科）から利用者が選んで契
約し、往診を受けている。どちらの協力医
も24時間オンコールで対応してくれる。従
前から通院していた精神科には原則、家族
対応で通院しているが、職員が付き添うこ
ともある。車いす利用の方が通院する際、
自宅に車いすに対応できる車がない場合
は、事業所の車で職員が対応している。歯
科医は家族の依頼で必要に応じて治療に訪
れている。訪問看護師による健康チェック
を週1回実施している。1月から、かかりつ
け薬局による居宅療養管理指導を導入し、
服薬管理全般を担ってもらう予定である。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情

報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診
や看護を受けられるように支援している 
 

常駐の看護職員はいないが 
週１回、看護師に訪問して頂き 
相談しアドバイスを頂き、摘便
等の処置を行って頂いている。 

  



32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるよ

うに、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。 
 

入院時には介護サマリーにて情
報提供を行い、入院中は連絡を
取り協力をしている。 
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次のステップに向けて 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチー
ムで支援に取り組んでいる 
 

家族には急変時においての確認書
にて意見を伺っている。苑での看
取りを希望された場合は家族、担
当医と話し合い支援している。 

利用者の入居期間が長くなっていること
や、家族の要望も多いことから、開所以来
多くの方の看取りを経験している。入居時
に「重度化対応や看取りに対しての希望」
を聞き、その後、状態の変化した時などに
再度意思確認をしている。看取り介護を経
験している職員が多く在籍していることか
ら、特に不安を口にする職員はいない。看
取りに関して協力医から説明と研修を受け
ている。 

 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て

の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている 
 

慌てず冷静に対応出来るように勉
強会等を通して備えている。イン
シデントを行い、事故を未然に防
げるように備えている。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協力体制を築いて
いる 
 

年２回防災訓練の実施を行ってい
る。コロナウィルスの影響によ
り、現在は簡易的な消防訓練を行
っています。 

昨年の11月に消防署立ち合いの総合訓練、

今年の6月に日中の火災を想定した自主避難

訓練を行っている。各居室の入り口には、

利用者の歩行状態により、車いすや歩行

補助用具など必要な福祉用具が分かる

ように色分けされた飾りが付けられてお

り、避難時の参考にしている。非常災害時

の備蓄はリストに期限などを記載し、職員

分も含めて備えている。カセットコンロな

ど備品の備えもしている。玄関にAEDを設置

して急変などに備えている。 

避難訓練に地域の方の参加
がありません。地域も高齢
化していることや、日中独
居の方が多いことを踏ま
え、新型コロナ感染症終息
後を機に、地域との相互協
力関係の構築を期待しま
す。事業所にAEDが設置さ
れていることの周知など、
地域に協力できることを運
営推進会議で取り上げ、話
し合われることを期待しま
す。 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をしている 

利用者に合わせて声掛けを行って
いる。個人情報の管理も研修を受
け、鍵をかけて管理し外部へ持ち
出さない、出しっ放しにしない等
徹底している。書類を破棄する場
合もシュレッダーを必ず利用して
いる。 

個人情報保護の観点からからパソコンやタ
ブレットは社員Noとパスワードで管理して
いる。USBフラッシュメモリはロックをかけ
使用ができない。職員ブログで利用者の行
事や日常の様子などを伝えているが、顔を
映す方は家族の同意がある方だけにしてい
る。接遇研修は課題が見つかった時などに
タイムリーな研修を行い、職員に気付き
や、7つの行動指針を再確認するように伝え
ている。排泄チェック表は、利用者の目に
触れない場所に保管したり、排泄誘導時は
羞恥心に配慮して小声で伝えている。利用
者は基本苗字にさん付けで呼んでいるが、
自宅にいた時の「ばあちゃん」や名前に
「ちゃん」付けで呼ばれていた方には、家
族の了解を得て、本人が好む呼び方をして
いる。 

 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表した

り、自己決定できるように働きかけている 
 

本人の思いや自己決定できるよう
声掛けをしている。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではな

く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している 
 

一人ひとりのペースで過ごして頂
いている。食事も本人の希望に出
来る限り沿って支援している。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができ

るように支援している 
 

その人らしいおしゃれが出来るよ
う衣類を選んだり支援している。
毎日の洗顔、整髪等は自己でやっ
ていただき必要に応じて支援して
いる。 

  



40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている 
 

野菜の下ごしらえや食器の後片付
けを一緒に行っている。配膳や下
膳はコップだけやって頂くなど無
理の無いように心がけている。会
話をしながら一緒に食事をするこ
とで在宅での雰囲気を大事にして
いる。 

レシピ付きの食材を業者委託し、職員が利
用者の食形態に合わせて調理をしている。
イベント時は委託業者に行事用の「お楽し
みメニュー」を頼むこともある。利用者の
誕生日は寿司の出前を取って祝っている。
今年の敬老の日もお寿司でお祝いした。月2
回、法人の管理栄養士が検食を兼ねて訪問
し、利用者も蒸しパンやどら焼きづくりな
どの簡単なおやつを一緒に作り、楽しんで
いる。利用者は食器拭きなどできることを
手伝っている。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を

通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている 

利用者に合った食事形態で提供し水
分量や食事量を表に記入し把握して
いる。食器や箸は共用だが状態に応
じて食器などを利用者の使いやすい
ものに変える等の支援をしている。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食

後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている 

自力での歯磨きを促し出来ない部分
を支援している。歯周病の方などは
歯科医の往診も取り入れケアしてい
る。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている 
 

排泄チェック表で排泄パターンを把
握し早めに声掛けを行う等の支援を
している。 

布パンツ使用で自立（見守りはしてい
る）で排泄する方が3名、オムツ使用で
全介助の方が2名いる。車いすでリハビ
リパンツを使用し、全介助している方も
日中はトイレでの排泄を支援している。
夜間は睡眠を優先しているが、定時誘導
や歩行が不安定なため、夜間のポータブ
ルトイレの使用など利用者に負担のない
支援をしている。 

 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる 

水分摂取量の調節や乳製品を摂取し
ていただく。毎日のラジオ体操や散
歩等で身体を動かしていただき便秘
予防に努めている。便秘の方はトイ
レ誘導時腹部マッサージを行った
り、医師に相談し薬を服用していた
だいている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている 
 

週２回の入浴を基本とし、それ以外
に希望された場合にも利用して頂け
る様にしている。入浴拒否の方には
声掛けやタイミングを工夫し、特に
入浴日を決めていない為、チェック
表で把握している。 

週2回、午前中に3名前後の方が入浴して
いる。湯は毎回交換して、清潔の保持に
努めている。一人での入浴を好む方に
は、家族同意の下、声掛けで対応をして
いる。その時々の利用者の気分に配慮し
て無理のない支援をしている。冬至には
近隣から頂く柚子で柚子湯を楽しんでい
る。お風呂上りは保湿剤を塗布して皮膚
の保護に努めている。脱衣場に温風ヒー
ターを備え、ヒートショック対策をして
いる。 
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応

じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れる
よう支援している 
 

個々のペースに合わせて休んでい
ただいている。室温や布団調整な
どを行い安眠できる様に支援して
いる。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作

用、用法や用量について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努めている 
 

配薬・服薬などは複数で確認し誤
薬の無いように努めている。 
利用者の傷病や薬の効果・副作用
を把握するようにしている。処方
に変更があった時等は特に変化が
ないか注意している。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう

に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、
嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をして
いる 
 

一人での時間を楽しんでいる時は
見守りを行っている。レク等を行
い皆で楽しめる機会も作ってい
る。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している 
 

近くへ散歩やドライブ等の 
支援を行っている。車椅子にて散
歩に行く事もある。散歩の際に地
域の方と遭遇すると挨拶し、言葉
を交わすようにしている。外出イ
ベントはコロナウイルスの影響で
控えている。 

新型コロナ禍以前は、事業所の8人乗
りの車で、ドライブや、初詣、花見、
おやつを食べに近くのレストランなど
に出掛けていた。現在は車いすの方も
事業所周辺の散歩に出かけるだけにな
っている。健脚の方は、富士山や海を
望める畑まで30分程度散歩をしたり、
歩行が困難な方は、玄関先で花を眺め
たり、2階のベランダで外気浴を楽し
んだりしている。 

 

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している 
 

お金の管理が難しく、ご家族様と
一緒の時にお願いしている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手

紙のやり取りができるように支援をしている 
 

本人の希望に応じて家族に電
話をすることがある。家族や
友人からの手紙には返信でき
る様に支援をしている。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、

浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱
をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る 
 

職員と一緒に花を飾ったり、
貼り絵や工作等を飾り季節を
感じて頂ける様工夫してい
る。 

大きな掃き出し窓のあるリビングは、
明るい日差しが差し込み、ゆったりと
して暖かな印象がある。壁面には利用
者と職員が共同制作をした季節の貼り
絵や、皇室の写真などを飾っている。
日常清掃は職員が掃除機を掛け、利用
者が手すりなどを消毒も兼ねて拭いて
いる。介護計画のサービス内容に、日
常清掃を取り入れている方もいる。年
2回は専門業者が入り、床のワックス
掛けを行っている。感染症対策とし
て、2台の加湿器の設置や、時間を決
めた換気、手が触れるところのアルコ
ール消毒など感染症予防に努めてい
る。また、リビングの席を横並びに配
置して飛沫対策をしている。 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った

利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている 
 

テーブルやソファーの位置を
工夫している。居間の座席だ
けでなく、玄関に長椅子、フ
ロアーにソファーを置き、好
きな所で過ごして頂ける様工
夫している。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相

談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をし
ている 
 

居室は自宅で使用していた物
を持って来て頂き、居心地良
く過ごせる様工夫している。 

居室には、エアコン、ベッド、クロー
ゼット、防炎カーテンが備え付けで用
意されている。利用者は自宅から使い
慣れたチェストやテーブルなどの家
具、テレビ、仏壇、時計などの生活用
品を持ち込み、好きな絵やカレンダ
ー、ぬいぐるみなどを飾り、思い思い
の部屋づくりをしている。自分の好み
のカーテンに付け替える方もいる。居
室の掃除をしたり、リネン交換をする
方もいる。 

 



55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ

かること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している 
 

フロア移動時はエレベーター
が使用できるが、自立歩行が
出来る方には一緒に階段を使
用して頂いている。フロア内
は段差がないが入浴時やベラ
ンダへ出る時などは見守り・
声掛けを行い時には手引き歩
行を行い安全で自立した生活
が送れるように工夫してい
る。 

  

 



 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 1，ほぼ全ての利用者の 

○ 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

○ 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ

くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

その人らしい生活をする。地域
の中で生活する。ゆっくりとゆ
ったりとを理念にしている。個
性を大切に生活して頂ける様に
支援している。 

  

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

町内会に加入しており、毎年夏
祭りの際には神輿が来てくれて
いる。行事の際は民謡、幼稚園
児の来訪についても今年は新型
コロナウイルス感染症の影響で
中止となっておりますが花の水
やりや清掃時には近所の方と挨
拶をしている。 

  

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の

理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている 

地域の方々にも機会があれば活
かしていきたいと思っている。 
 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ

の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

２ヶ月に１度開催しており事業
報告をしている。利用者家族や
行政等の話も聞きサービス向上
に活かしている。 

  

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実

情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

横須賀市に定期的に電話等で空
き状況を報告している。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指

定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

自社研修が年2回、委員会は月１
度行い身体拘束について学習し
ている。言葉の拘束は特に注意
している。玄関の施錠は夜間帯
のみ。各階ドアにベルがあり帰
宅願望のある利用者が出て行か
れた時にはすぐに状況を把握
し、無理に戻っていただかず落
ちつかれるまで付き添うことが
出来ている。 

  

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機

会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

外部研修や内部研修で知識を深
めている。日常生活の中で言葉
の暴力等無いよう職員全体で注
意している。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

研修に参加し苑においても成年
後見人制度について学ぶ機会を
持ち活用している。必要に応じ
てご家族へも制度の活用を勧め
ている。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等

の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

契約時、契約解除時には十分な
説明を行い理解・納得をしてい
ただけている。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外

部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

運営推進会議に参加して頂き意
見や要望を運営に反映させてい
る。受付には意見箱の設置も行
っている。面会時に意見を頂く
事もある。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を

聞く機会を設け、反映させている 
 

月１度全体会議がありフロア会
議での報告や意見を聞き反映し
ている。それ以外では個人面談
や業務時間内で意見交換をする
こともある。 

  

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況

を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

努力や実績を認めてくれている
と思う。 
労働時間の管理もしっかり出来
ている。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力

量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

入職時事業者独自の介護基礎研
修、年１度の自社研修にも参加
している。定期的にパソコンで
の勉強も実施されている。又勉
強会を通しスキルアップをして
いる。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ

くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

他の施設職員との交流や情報交
換をすることによってサービス
の質の向上を図っている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

コミュニケーションを多く取
り、「ここにいていいんだ」と
いう安心感を抱いてもらえるよ
う接している。本人の希望や要
望に耳を傾け、不安要素がない
か様子観察し、あれば取り除け
るように努めている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

家族の要望に耳を傾け信頼関係
を築き、苑での様子などを面会
時やお便りでお伝えし、安心し
ていただけている。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

他のサービスが必要な場合も相
談の上支援している。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら

しを共にする者同士の関係を築いている 
 

出来る事はやっていただき職員
も一緒にやることで介護する
人、される人の関係にならない
様に対応している。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人

と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

家族と連絡を取り合い共に本人
を支えていく関係を築いてい
る。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との

関係が途切れないよう、支援に努めている 

新型コロナウィルス感染症の影

響で一時面会が困難であった

が、近況報告をこまめに行って

いた。現在も感染防止に注意

し、面会が行われている。 

  

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに

利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

利用者同士で会話が出来る様テ
ーブルの配置など工夫してい
る。互いに認知症の理解は難し
く職員も一緒に関わる事で利用
者同士の関係作りを支援してい
る。又孤立しない様に時々座席
の配置を変え支え合う様に努め
ている。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

他施設に移っても時々面会し関
係を断ち切らない様心がけてい
る。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努

めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

入浴時等1対1になった時に話し
をしている。利用者同士の会話
から本人の希望を把握し職員で
共有し対応している。ご家族に
協力して頂く事もある為、担当
職員が毎月ご家族へ日頃の様子
を伝えている。 

  

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、

これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

入居時面談の際にこれまでの生
活暦など把握に努めている。又
入居後も本人やご家族の会話や
行動などから把握するよう努め
ている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等

の現状の把握に努めている 

毎日バイタルチェックを行い申
し送りで現状の把握に努めてい
る。状態の変化を見逃さない様
注意し職員間で共有している。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

本人とは日々の会話の中で家族
とは面会時や電話にて話し合っ
ている。カンファレンスを行い
意見を反映し作成し毎月モニタ
リングを行い家族に書類を送付
している。介護計画の内容は職
員全員が把握しケアに反映する
よう努めている。 

  

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別

記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

気づきや出来る事を記入するよ
うにし、日報には体温・血圧 
排泄・水分量等を残し情報を共
有し見直しに活かしている。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応

して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

在宅医療の取り入れを行ってい
る。受診等は家族対応になって
いるが、状況に応じて職員が対
応している。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

地域資源を把握し安全に暮らし
を楽しめるよう支援していきた
い。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得

られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

２４時間対応の在宅クリニック
の定期往診を実施している。そ
の他歯科の往診もある。一人一
人の体調変化を見極め主治医へ
の、報告、相談を蜜に行い重症
化を防ぐ努力をしている。 

  

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ

きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

常駐の看護職員はいない為往診
時や電話で相談している。 
新たに医療連携で訪問看護師に
相談できるようになった。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入院時には介護サマリーにて情
報提供を行い、入院中は連絡を
取り協力をしている。 
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次のステップに向けて 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階

から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

家族には急変時においての確認
書にて意見を伺っている。苑で
の看取りを希望された場合は家
族、担当医と話し合い支援して
いる。 

  

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応

急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

慌てず冷静に対応出来るように
勉強会等を通して備えている。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者

が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

年２回防災訓練の実施を行って
いる。 
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次のステップに向けて 

期待したい内容 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている 

利用者に合わせて声掛けを行っ
ている。個人情報の管理も研修
を受け、鍵をかけて管理し外部
へ持ち出さない、出しっ放しに
しない等徹底している。書類を
破棄する場合もシュレッダーを
必ず利用している。 

  

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決

定できるように働きかけている 
 

本人の思いや自己決定できるよ
う声掛けをしている。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ

とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

一人ひとりのペースで過ごして
頂いている食事も本人の希望に
出来る限り沿って支援してい
る。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している 
 

その人らしいおしゃれが出来る
よう衣類を選んだり支援してい
る。毎日の洗顔、整髪、髭剃り
等は自己でやっていただき必要
に応じて支援している。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

食材の形態により器を変え、持
ちやすく目先の変化を工夫して
いる。会話をしながら一緒に食
事をすることで在宅での雰囲気
を大事にしている。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保

できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

利用者に合った食事形態で提供
し水分量や食事量を表に記入し
把握している。食器や箸は共用
だが状態に応じて食器などを利
用者の使いやすいものに変える
等の支援をしている。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ

とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

自力での歯磨きを促し出来ない
部分を支援している。歯周病の
方などは歯科医の往診も取り入
れケアしている。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

排泄チェック表で排泄パターン
を把握し早めに声掛けを行い失
敗しても不安にならない様声掛
けをしている。 

  

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

水分摂取量の調節や乳製品を摂
取していただく。毎日のラジオ
体操や散歩等で身体を動かして
いただき便秘予防に努めてい
る。便秘の方はトイレ誘導時腹
部マッサージを行っている、医
師に相談し薬を服用していただ
いている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

週２回の入浴を基本とし、それ
以外に希望された場合にも利用
して頂ける様にしている。入浴
拒否の方には声掛けやタイミン
グを工夫し、同性介助希望の方
にも対応している。特に入浴日
は決めていない為入浴チェック
表で入浴していただけているか
を把握している。 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休

息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

個々のペースに合わせて休んで
いただいている。室温や布団調
整などを行い安眠できる様に支
援している。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や

用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

配薬・服薬などは複数で確認し
誤薬の無いように努めている。 
利用者の傷病や薬の効果・副作
用を把握するようにしている。
処方に変更があった時等は特に
変化がないか注意している。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ

とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

一人での時間を楽しんでいる時
は見守りを行っている。レク等
を行い皆で楽しめる機会も作っ
ている。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

近くの海や畑へ散歩の支援を行
っている。歩行が難しい方は車
椅子にて散歩に行く事もある。 
ご家族との外出が出来る様支援
している。 

  

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

自己管理が出来る利用者につい
ては買い物に行き支払い等をし
ていただいているが現在は感染
症予防の為、買い物は控えてい
る。 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや

り取りができるように支援をしている 
 

本人の希望に応じて家族に電話
をすることがある。家族や友人
からの手紙には返信できる様に
支援をしている。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、

トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

花を飾り、貼り絵や工作等で季
節を感じて頂ける様工夫してい
る。 

  

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者

同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

テーブルやソファーの位置を工
夫している。居間の座席だけで
なく、玄関に長椅子、テレビの
前にはソファーを置き好きな場
所で過ごして頂ける様工夫して
いる。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな

がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

居室は自宅で使用していた物を
持って来て頂き家の様に過ごせ
るよう工夫している。 

  

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

フロア移動時はエレベーターが
使用できるが、自立歩行が出来
る方には一緒に階段を使用して
頂いている。フロア内は段差が
ないが入浴時やベランダへ出る
時などは見守り・声掛けを行い
安全で自立した生活が送れるよ
うに工夫している。 

  

 




